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第

１
７

９
２

回
 

新
春

初
登

山
「
ブ
ナ
山

(
点

名
；

川
津

Ⅱ
等

１
１
１
９
．
５
ｍ
)
」
 

◇
実

施
日

 
平

成
２

７
年

０
１

月
０

３
日

(土
) 

晴
時

々
曇

り
、

 

◇
参

加
者

 
沖
﨑

沖
﨑

沖
﨑

沖
﨑
吉

信
、
川
島

川
島

川
島

川
島
 

功
、
濱

野
兼

吉
、
湯

川
一

郎
、
中
前

中
前

中
前

中
前
 

偉
、 

畑
林

清
子

、
生

熊
千

満
子

、
高

階
美

根
子

、
須

崎
誠

久
、

 
中

根
裕

磨
、

榊
本

榊
本

榊
本

榊
本
真

仁
、

山
口

山
口

山
口

山
口
泰

宏
、

三
井

三
井

三
井

三
井
幹

雄
、

/ 

河
野

芳
宏

、
瀧
本

瀧
本

瀧
本

瀧
本
昭

太
郎

、
斉

藤
和

美
 

 
 

 
 

１
６

１
６

１
６

１
６
名名 名名
 

 
 

 
 

 
 

 
皆

さ
ん

あ
け

ま
し

て
お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

旧
年

中
は

お
世

話
に

な
り

ま
し

た
本

年
も

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
 

以
前

玉
岡

さ
ん

に
お

聞
き

す
る

と
、

山
彦

の
初

登
り

は
長

い
間

近
郊

の

山
で

初
日

の
出

を
拝

む
元

旦
登

山
が

長
く

続
い

た
様

で
あ

る
が

、
奈

良
・

大
阪

地
区

等
の

会
員

の
増

加
に

伴
い

、
雪

を
求

め
近

郊
か

ら
徐

々
に

奈
良

県
中

部
・

北
部

の
山

へ
と

移
行

し
、

実
施

日
も

１
月

初
旬

に
変

わ
っ

て
来

た
様

で
あ

る
。
数

年
前

ま
で

参
加

者
も

一
桁

台
と

や
や

さ
み

し
か

っ
た

が
、

昨
年

の
観

音
峰

は
２

１
名

、
今

回
は

１
６

名
の

参
加

が
あ

っ
て

、
賑

や
か

で
楽

し
い

も
の

で
あ

っ
た

。
 

今
回

の
ブ

ナ
山

選
定

に
つ

い
て

も
川

島
代

表
は

、
盆

頃
か

ら
何

処
に

す

る
か

迷
っ

て
い

た
が

、
１

１
月

に
ブ

ナ
山

・
高

時
山

と
決

め
、

１
１

月
３

０
日

～
１

２
月

１
日

の
行

仙
宿

・
忘

年
山

行
で

皆
さ

ん
に

は
か

り
、

１
月

３
日

(土
)実

行
と

決
定

し
た

も
の

で
あ

る
。

私
も

１
０

年
も

前
？

風
屋

～

三
里

道
～

高
時

山
～

ブ
ナ

山
～

高
津

(た
こ

う
つ

)集
落

を
歩

い
て

い
る

が

記
憶

が
飛

ん
で

い
て

、
１

２
月

２
６

日
に

川
島

代
表

と
下

見
に

出
か

け
た

。 
１

０
年

振
り

訪
れ

た
高

津
は

、
予

想
以

上
に

寂
れ

て
い

た
。

何
台

か
の

車
が

駐
車

さ
れ

て
い

る
も

の
の

全
く

人
気

が
無

く
、

雨
戸

が
締

ま
っ

て
い

る
家

が
大

半
で

あ
る

。
洗

濯
物

の
あ

る
家

を
や

っ
と

見
つ

け
ノ

ッ
ク

し
た

。

年
配

の
女

性
が

出
て

来
て

く
れ

る
。

こ
の

家
の

直
ぐ

裏
手

に
三

里
道

の
入

口
で

小
さ

な
道

標
が

あ
る

と
教

え
て

頂
く

。
こ

こ
も

人
が

住
ん

で
い

る
の

は
、

以
前

は
３

５
戸

程
あ

っ
た

が
今

は
１

０
軒

弱
で

、
老

人
ば

か
り

等
と

世
間

話
、

２
～

３
日

前
に

年
配

の
夫

婦
が

こ
の

家
の

前
に

駐
車

し
、

ブ
ナ

山
・

高
時

山
へ

登
っ

た
が

、
暗

く
な

っ
て

も
下

山
せ
ず
心

配
し

た
。

あ
な

た
方

も
十
分

気
を
付

け
る

様
に

と
注
文

が
あ

っ
た

。
 

さ
て

、
当

日
の
天

気
で

あ
る

が
、

元
旦

か
ら

の
寒
波
襲

来
で

元
旦

・
２

日
と

風
雪

が
厳

し
か

っ
た

が
、

今
日

は
青
天

で
風

も
無

く
絶
好

の
登

山
日

和
で

あ
る

が
、
相
当

の
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
。

 
１

６
８
号
線

・
二

津
野
ダ
ム
湖
沿

へ
と

下
る

と
昨
夜
降

っ
た

雪
が
国

道

斜
面

に
残

り
、
橋

の
上

は
真

っ
白

に
積

雪
し

て
い

る
。

 

風
屋

集
落

手
前

の
日
陰

の
路
面

か
ら

は
、
積

雪
が

あ
り
慎
重

に
走

行
。

 
高

津
バ
ス
停

に
着

く
と

三
井

車
以
外

は
既

に
到
着

。
天
辻
峠

は
雪

が
多

く
集
合
場
所

に
着

け
る

か
心

配
し

た
と

の
こ

と
。
直

ぐ
に

三
井

車
も
到
着

し
、
瀧

本
車

に
追

わ
れ

道
を
譲

っ
た

と
の

こ
と

。
 

高
津

集
落

へ
の

道
は

、
ス
イ

ッ
チ
バ

ッ
ク

す
る
カ

ー
ブ

が
３
箇
所

あ

り
、
こ

の
雪

で
は
バ
ス
停

か
ら

歩
行

す
る

か
と

の
話

が
出

る
が

、
車

で
上

れ
る

か
沖
﨑

車
が
試
走

。
登

れ
る

と
の

こ
と

か
ら
沖
﨑

、
中

前
、
榊

本
・

川
島

車
で

高
津

集
落

へ
、

集
落

へ
上

っ
た
路
側

に
駐

車
。

 

 
 

 
高

津
バ

ス
停

・
打

合
せ

 
 

高
津

集
落

道
か

ら
登

山
口

へ
 

高
津

峠
で

小
休

止
 



下
見

で
立
寄

っ
た

登
山

口
の

藤
本

さ
ん
宅

ま
で

歩
き
挨
拶

し
、
２

回
目

の
参

加
に

な
る

中
根
君

の
法
螺

の
音

と
共

に
「

三
里
越
」
道

標
に
導

か
れ

西
熊

野
街

道
を
辿

る
。

 
集

落
近

く
の

新
雪

の
道

に
は

、
猪

、
鹿
・
野
兎

な
ど

の
足
跡

が
多

く
見

ら
れ

る
。

し
ば

ら
く

上
る

と
道
祖
神

が
あ

る
。

 

杉
桧

林
の
斜
面

を
ト
ラ
バ

ー
ス

気
味

に
徐

々
に

高
度

を
上
げ

、
二

つ
目

の
支
谷

を
横
切

る
地
点

で
小
休
止

し
て
厚
着

を
直

す
。

 
尾

根
近

く
で
ジ
グ
ザ
グ

に
登

る
と
烏
峠

(高
津
峠

)標
識

の
あ

る
峠

に
出

る
。

こ
こ

ま
で
通
称

三
里

道
と
呼

ば
れ
十

津
川
主
要
街

道
の
ひ

と
つ

で
、

風
屋

へ
と
延
び

て
い

る
。

こ
こ

を
通

り
高

野
山

、
五
條

、
京

大
阪

へ
、
そ

れ
ぞ

れ
の
目
的

、
思

い
を
持

っ
て

歩
い

た
だ

ろ
う

、
特

に
思

っ
た

の
は
明

治
２

２
年

の
大
水
害

で
故

里
を
離

れ
、

北
海

道
へ

移
住

し
た

人
が

こ
の

道

を
歩

い
た

時
の
心
情

が
ど

う
で

あ
っ

た
ろ

う
。

 

十
津

川
に

、
こ

の
時

の
数

え
歌

が
残

っ
て

い
る

(文
末

記
載

)。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
幸

い
に

も
風

が
殆

ん
ど
吹

か
な

い
。

小
休
止

の
間

に
ブ

ナ
山

へ
の
案
内

標
識

を
取

り
付

け
る

。
山

口
さ

ん
か

ら
カ
ス
テ
ラ

の
差

し
入

れ
が

あ
る

。

軽
ア
イ
ゼ
ン
持

参
の

人
は
着
用

を
伝

え
た

が
皆

さ
ん

無
着
用

。
 

 
 

急
傾

斜
尾

根
を

上
る

 
 

電
波

反
射

板
塔

前
に

て
 

山
頂

前
の

尾
根

ラ
ッ

セ
ル

 

山
頂

か
ら
東

に
派

生
し

た
標

高
差
約
４

０
０
ｍ

の
尾

根
へ
進

む
。
ト

ッ

プ
は

河
野
氏

に
お

願
い

し
、
汗

を
か

か
な

い
様

に
ゆ

っ
く

り
登

る
。
積

雪

の
急
斜
面

は
尾

根
の
木

を
掴

み
な

が
ら

登
る

。
少

し
緩

や
か

な
赤
松
混

ざ

り
の

平
坦

な
尾

根
で

小
休
止

、
こ

の
間

に
軽
ア
イ
ゼ
ン
着
用

者
も

あ
る

。
 

雪
は
ス

ノ
ー
パ
ウ
ダ

ー
で

北
側

か
ら

の
風

が
強

く
立
木

の
風

下
、
尾

根

の
南
側

等
は
吹

き
溜

ま
り

と
な

り
積

雪
３

０
～
４

０
㎝

あ
る

。
１

時
間
ほ

ど
登

る
と
電
波
反
射
板
塔

の
あ

る
地
点

へ
。

 

電
波
反
射
板
塔

を
回

り
込

み
緩

や
か

な
尾

根
径

に
な

り
、

北
北
西
尾

根

と
合
流

し
、
左
側
杉
桧

林
と
広
葉
樹

の
境
界
尾

根
を
辿

り
、
広
葉
樹
尾

根

に
変

わ
り

、
緩

や
か

に
下

り
上

る
と
広

い
ブ

ナ
山

の
山

頂
に

１
２

時
に
到

着
す

る
。

落
葉

し
た
梢
越

し
に

高
時

山
の
南
側

以
外

は
眺
望

が
あ

る
。

 
足

で
除

雪
し

て
二

等
三
角
点

を
捜

し
お
屠
蘇

を
据

え
、

山
頂

に
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の

標
識

を
設
置

す
る

。
石

が
見

つ
か

ら
ず
倒
木

を
切

り
、
カ

ケ
ヤ

代
わ

り
に

し
て
木
杭

を
打
ち
込

む
。

 
「

皆
さ

ん
の

ご
健
勝

と
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
益

々
の
発
展

を
！
」

今
西
先

生

流
万
歳

で
山

頂
に

か
け

、
今

年
未
歳

の
生

熊
さ

ん
と

参
加

者
の

良
き

年
を

祈
念

し
て

太
平
洋

で
乾
杯
！

 

 
 

 
標

識
と

三
角

点
上

の
お

屠
蘇

 
 

万
歳

三
唱

！
 

 
 

 
 

お
屠

蘇
で

乾
杯

！
 

風
除

け
シ

ー
ト

を
張

り
、
恒
例

の
焚
火

を
す

る
た

め
枯

れ
木

を
集

め
、

雪
面

に
太

い
木

を
敷
詰

め
火
床

に
し

て
燃

や
す

。
初
体
験

の
方

も
い

て
、

感
激

の
様

子
、

何
と
言

っ
て

も
最

高
の

ご
馳
走

で
あ

る
。

手
先

が
冷

た
く

痛
く
感
じ

た
が

、
焚
火

の
暖

で
解
消

す
る

。
 



風
が

弱
く

高
気
圧

が
張

り
出

し
晴

れ
る

と
思

っ
た

が
曇

り
が
ち

で
あ

る

が
、
雲

間
よ

り
陽

が
差

し
込

む
と

本
当

に
暖

か
い

。
 

    
 

 
焚

火
を

囲
み

コ
ー

ヒ
ー

 
 

ブ
ナ

山
山

頂
集

合
写

真
 

 
帰

路
の

高
津

峠
に

て
 

山
頂
到
着

が
積

雪
に

よ
り

予
定

よ
り
遅

れ
、
ブ

ナ
山

～
高

時
山

(1055m
) 

は
、
希
望

者
の
ピ
ス
ト
ン
縦
走

を
計
画

し
て

い
た

が
取

り
止

め
た

。
 

１
２

月
末

に
川

島
・
沖
﨑

で
下

見
し

た
際

、
ブ

ナ
山
→

高
時

山
の
尾

根
 

径
は
判

り
や

す
く
約

３
０
分

。
但

し
眺
望

は
全

く
望

め
な

い
。

高
時

山
→

三
里

道
・
助

っ
人

屋
敷
跡

へ
下

る
尾

根
を
辿

る
が

、
途

中
境
界
杭

と
テ

ー

プ
の

あ
る
尾

根
を

下
る

と
山
径

が
無

く
な

り
急
斜
面

を
下

り
、
助

っ
人

屋

敷
跡

か
ら

風
屋
寄

り
１

０
分

の
地
点

に
下

り
た

。
三

里
道

(西
熊

野
街

道
)

は
、
先
般

の
台

風
で
支
谷

を
横
切

る
地
点

は
大
概
崩

れ
て

い
る

。
危
険
箇

所
に
ロ

ー
プ

等
が
張

ら
れ

、
我

々
の

歩
行

に
は
支
障

に
は

な
ら

な
か

っ
た

。

高
時

山
～

三
里

道
・
助

っ
人

屋
敷
跡
迄
４

５
分

。
助

っ
人

屋
敷
跡

～
高

津

峠
迄
約

１
時

間
か

か
っ

た
。

 

ブ
ナ

山
と

高
時

山
の
縦
走

は
、
助

っ
人

屋
敷
跡

か
ら
最

初
不
明
瞭

な
尾

 
根
径

を
登

る
事

に
な

る
が

、
登

る
に

つ
れ
明
瞭

な
尾

根
に

な
る
事

か
ら

、

高
時

山
へ

登
り

ブ
ナ

山
を
経

て
高

津
峠

に
戻

る
コ

ー
ス

を
推
奨

し
た

い
。

 

各
々
昼
食
後

、
花
び

ら
餅

、
河

野
氏

か
ら

の
菓

子
で
コ

ー
ヒ

ー
を
嗜

む
。 

予
定

を
３

０
分
遅

ら
せ

下
山

を
１

３
時

３
０
分

と
し

た
の

で
、

風
も

無

く
大

い
に
盛

り
上

り
ゆ

っ
く

り
出

来
た

。
 

新
春

登
山

初
参

加
の

中
根
君

は
、
修

行
の
身

で
四

っ
足

は
一
切

口
に
せ

ず
節
制

さ
れ

て
い

た
。

 
焚
火

は
、
持

上
げ

た
水

と
雪

を
被
せ

て
完

全
に
消
化

出
来

た
。

 
瀧

本
、

斉
藤

、
中

根
君

は
、

も
う

一
座
稼

ぐ
と

高
津
峠

か
ら
西

に
位
置

す
る

三
里

山
(780m

)に
登

る
た

め
先

行
下

山
す

る
。

 
ア
イ
ゼ
ン
持

参
者

は
着
用

さ
せ

る
。

三
里

山
へ

登
っ

た
３
氏

も
高

津
峠

で
合
流

し
下

山
。

 

高
津

集
落

の
藤

本
宅

へ
無
事

下
山

を
報
告

し
、

高
津
バ
ス
停

で
１

５
時

３
０
分
解
散

し
、
そ

れ
ぞ

れ
の
帰
路

に
着

い
た

。
 

皆
さ

ん
ご
苦
労

様
よ

い
お

年
を
！

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 
新

宮
6:40
→

8:20
高

津
バ
ス
停

8:45
→

8:55
高

津
集

落
Ｐ

9:05
→

9:15
三

里
越

登
山

口
→

10:05
高

津
峠

(烏
峠

)10:15
→

11:20
電
波
反
射
板

11:30
→

11:55
ブ

ナ
山

13:30
→

14:15
高

津
峠

14:30
→

15:00
高

津
集

落
Ｐ

15:15
→

15:20
高

津
バ
ス
停

 (解
散

) 15:30
→

17:20
新

宮
 

 
 

 
寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

 
 

・
榊

本
真

仁
；

清
酒
４
合

。
 

 
 

・
河

野
芳

宏
；

お
菓

子
１
箱

。
 

        



 
 

 
ル

ー
ト
図

 
(2

.5
万

地
形

図
「

風
屋

」
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

「「 「「
参
考

参
考

参
考

参
考
」」 」」
十

津
川
村

に
明
治

２
２

年
の

大
水
害

で
北
海

道
移

住
の

時
の

数
え
歌

が
残

っ
て

い
る

。
 

一
つ

、
本

年
八

月
に

天
災

あ
り

た
る

ば
っ

か
り

に
、

移
住

話
が

始
っ

た
。

 

二
つ

、
ふ

る
里

は
な

れ
て

北
海

道
へ

、
移

る
移

ら
ん

大
さ

わ
ぎ

、
親

族
会

議
も

開

か
れ

る
。

 

三
つ

、
皆

さ
ん

行
く

か
よ

行
か

ん
か

と
、

移
住

話
で

日
を

送
る

、
百

姓
仕

事
す

て

お
い

て
。

 

四
つ

、
夜

昼
役

場
に

つ
め

か
け

て
、

移
住

嘆
願

差
上

げ
る

、
許

可
は

如
何

ん
と

待

ち
う

け
る

。
 

五
つ

、
い

よ
い

よ
移

住
の

許
可

下
り

、
菱

十
の

御
紋

は
袖

じ
る

し
、

皆
さ

ん
支

度

に
と

り
か

か
る

。
 

六
つ

、
無

理
か

ら
荷

物
を

送
り

出
し

、
家

財
道

具
も

か
た

ず
け

て
、

行
く

日
く

る

の
を

待
つ

ば
か

り
。

 

七
つ

、
長

年
暮

ら
し

た
な

つ
か

し
の

、
我

が
家

を
ふ

み
出

す
淋

し
さ

は
、

云
う

に

云
わ

れ
ぬ

胸
の

中
。

 

八
つ

、
よ

う
よ

う
お

ば
こ

に
さ

し
か

か
り

、
生

れ
故

郷
を

あ
と

に
見

て
、

向
う

え

一
足

あ
と

な
が

む
。

 

九
つ

、
こ

こ
は

大
又

そ
の

翌
日

は
、
弘

法
大

師
に

参
詣

し
 

そ
の

夜
は

高
野

の
り

う
せ

ん
寺

。
 

十
、

 
と

う
か

ら
準

備
し

旗
を

た
て

、
勇

ん
で

下
る

は
不

動
坂

、
そ

の
夜

は
紀

伊

の
お

は
ら

屋
で

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(記

 
沖
﨑

・
川

島
) 


